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町の花　スイセン

遠賀町民憲章
わたしたちは、震村のゆとりと都市の活力をあわせもつ

きかなまちづくりをめざし、次の目標を定めます。
一、水と緑と伝統を生かし、文化の香りを高めます。
－、ふ＼れ（あいを大切にし、明るいまうをつくります。
－、仲田の輪をひろげ、生活を創り楽しむまちにします。
－、みんなで、住みたくなるまうづくりにつとめます。
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「フレーフレー雨にまけるな」　素志…～諜謹言。

5　月　の税金

固　定　資　産　税　（1期分）
国民健康保険税　（1期分）

納期限　5　月31日（金）まで

6　月　の税金

県　民　税　（1期分）
納　期　6月17日（月）－7月1日（月）
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「ワッショィ、ワッショイ」広波区の子ともみこし

人気がゐった商工会の金魚すくい

藤；
うらめしや一雨

楽
し
い
催
し
が
い
っ
ぱ
い
…
：

雨
の
中

第
三
団
子
ど
も
祭
り
開
か
れ
る

子
と
も
蓬
に
よ
る
奮
い
の
こ
と
ば

－
二
抱
囲
′

五
月
五
日
（
こ
ど
も
の
日
）
に
、
遠
賀
総

合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
遠
賀
町
春
祭

り
＝
第
三
回
子
と
も
祭
り
が
開
か
れ
ま
し

た。
当
日
は
、
あ
い
に
く
朝
か
ら
小
雨
横
様
の

鼻
汁
∴
∴
再
出
梱
り

天
気
で
し
た
が
、
予
定
ど
お
り
開
会
式
が
行
∴
∴
∴
∴
［
“
一
、
、

わ
れ
、
本
年
四
月
に
籍
成
さ
れ
た
子
と
も
会
連
合
会
長
の
近
藤
典
樹
君
子
書
紀
の
青
木
理
恵

さ
ん
の
二
人
の
子
と
も
代
表
の
誓
い
の
こ
と
ば
の
後
、
花
火
の
合
図
で
色
と
り
ど
り
の
風
船

を
皆
で
一
斉
に
飛
ば
し
て
、
開
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

開
会
式
の
後
、
午
前
中
の
第
一
番
目
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
大
縄
跳
び
記
録
大
会
で
は
、
十
メ

読
蝶

犬
種
跳
び
記
録
大

〓
続
航
訪
韓
討
論
墨

松
ノ
本
手
と
も
会
が
、
四
十
回
の
記
録
を
つ

ー）
　
く
り
ま
し
た
。つ

つ
い
て
行
わ
れ
た
校
区
対
抗
三
方
綱
引

き
で
は
、
各
校
区
百
人
ず
つ
に
分
か
れ
て
、

三
回
勝
負
で
各
回
場
所
を
入
れ
替
っ
て
引
き

合
い
ま
し
た
が
、
文
字
ど
お
り
引
き
分
け
と

な
り
、
決
勝
を
大
人
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
子
と
も
達
の
熟
の
こ
も
っ
た
声
援
の

中
で
、
本
年
度
は
、
広
漠
小
学
校
区
が
勝
ち

ま
し
た
。

こ
の
頃
か
ら
、
雨
が
激
し
く
な
り
、
当
初

、
予
定
さ
れ
て
い
た
遠
賀
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

研
究
会
に
よ
る
レ
ク
ゲ
ー
ム
や
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
は
中
止
と
な
り
、
午
後
か
ら
予
定
さ
れ

て
い
た
コ
ー
ナ
ー
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
繰

り
上
げ
て
行
い
ま
し
た
。

コ
ー
ナ
ー
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
∋
ン
で
は
、
本

毎
度
新
し
く
自
転
車
お
そ
の
り
競
走
、
僅
康

お
に
ぎ
り
、
も
ち
つ
き
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
が

加
わ
り
、
祭
り
を
盛
り
上
げ
る
予
定
で
し
た

が
、
雨
の
た
め
に
実
施
で
き
な
い
コ
ー
ナ
ー

も
て
て
き
て
、
子
と
も
達
も
が
っ
か
り
し
て

い
ま
し
た
。

昨
年
よ
り
少
な
め
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も

千
人
近
く
の
子
と
も
達
が
、
思
い
思
い
の
コ

ー
ナ
ー
に
分
か
れ
て
、
陽
気
に
一
生
懸
命
遊

ん
で
い
ま
し
た
。
中
で
も
、
大
縄
跳
び
や
綱

引
き
で
お
腹
が
す
い
た
せ
い
か
、
食
べ
物
の

コ
ー
ナ
ー
に
人
気
が
集
申
し
、
一
時
間
程
度

で
奮
溺
れ
の
コ
ー
ナ
ー
も
出
て
い
た
よ
う
で

した。最
後
に
、
各
租
日
、
各
コ
ー
ナ
ー
で
お
手

伝
い
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
お
つ
か
れ

さ
ま
で
し
た
。
来
年
も
、
子
と
も
達
の
た
め

に
、
こ
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い

し
ま
す
。
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水はどこから遠賀町の水道 
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だいじにねノ毎日使う水だから 
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6
月
1
日
～
7
日

六
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
一
週
間
、
「

だ
い
じ
に
ね
！
毎
日
使
う
水
だ
か
ら
」
を
標

語
に
し
て
、
第
二
十
七
回
水
道
週
間
が
全
国

一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

日
本
の
水
道
は
創
設
以
来
九
十
余
年
を
経

て
間
も
な
く
一
世
紀
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま

す。
水
道
週
間
が
実
施
さ
れ
て
か
ら
も
四
半
世

紀
を
超
え
こ
の
間
、
水
道
の
普
及
も
著
し
く

昭
和
三
十
四
年
に
は
四
八
・
七
劣
で
あ
っ
た

普
及
率
が
、
今
で
は
九
二
二
ハ
弟
子
高
普
及

時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。

串
間
で
も
、
全
国
的
に
ま
だ
水
道
が
普
及

さ
れ
て
い
な
い
昭
和
六
年
九
月
に
創
設
認
可

を
受
け
、
昭
和
八
年
二
月
に
通
水
を
開
始
し

て
か
ら
五
十
年
を
経
過
し
ま
し
た
。

五
十
年
の
歴
史
の
串
で
、
当
初
計
画
給
水

戸
数
三
千
戸
で
あ
っ
た
も
の
が
、
現
在
で
は

給
水
戸
数
約
二
万
七
音
声
（
中
間
市
・
遠
賀

町
）
、
給
水
人
口
約
六
万
七
千
人
、
普
及
率

も
ほ
ほ
一
〇
〇
着
と
、
大
き
く
飛
臆
し
て
き

ま
し
た
。

こ
う
し
た
範
念
す
べ
き
年
に
実
施
す
る
水

道
週
間
で
す
の
で
、
内
容
の
充
実
は
も
ち
ろ

ん
使
用
者
の
皆
さ
ん
の
水
道
へ
の
理
解
を
よ

り
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
次
の
よ
う
な

行
疎
を
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
麗
的
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
こ
案
内
申
し
上

げ
ま
す
。

○
浄
水
塙
を
開
放
し
ま
す

串
間
水
道
で
は
置
戸
・
西
部
浄
水
場
と
も

原
水
を
回
転
円
板
法
に
よ
る
生
物
処
理
を
行

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
処
重
力
法
は
、
日
本
の
水
道
の
歴
史

の
中
で
初
め
て
実
施
さ
れ
た
処
理
方
法
で
、

水
質
管
理
の
上
で
大
き
な
効
果
が
上
が
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
水
質
試
験
も
公
開
し
て
い
ま
す
の

で
、
社
会
教
育
の
生
き
た
教
材
と
し
て
見
学

を
お
す
ず
め
し
ま
す
。
な
お
団
体
で
の
見
学

は
あ
ら
か
じ
め
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
街
頭
啓
薮

町
長
を
先
頭
に
、
関
係
者
で
街
頭
啓
瑛
活

動
を
し
ま
す
。

○
座
餓
会
の
開
催

水
と
生
活
を
主
題
と
し
て
座
談
会
の
開
催

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
団
体

が
あ
れ
ば
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

○
パ
ッ
キ
ン
の
顎
り
替
え

水
漏
れ
の
不
良
パ
ッ
キ
ン
は
申
込
み
が
あ

れ
は
週
間
中
、
無
料
で
取
り
替
え
ま
す
。

○
花
の
種
や
パ
ッ
キ
ン
を
水
道
局

の
窓
口
で
配
布
し
ま
す

○
副
廟
本
の
配
布

中
間
水
道
の
現
況
や
、
水
に
つ
い
て
、
わ

か
り
や
す
い
絵
入
り
副
読
本
を
中
間
市
、
遠

賀
町
の
小
学
校
四
年
生
全
員
に
配
布
し
ま
す

○
ポ
ス
タ
ー
、
作
文
の
募
集

中
闇
市
、
遠
賀
町
の
四
、
五
、
六
年
を
対

象
に
水
に
つ
い
て
の
ポ
ス
タ
ー
、
作
文
を
、

学
校
を
通
じ
て
薬
し
ま
す
。

・
4
、
5
毎
生
…
…
…
ポ
ス
タ
ー

・
6
年
生
…
…
・
…
…
∴
作
文

入
選
作
晶
は
週
間
中
、
中
英
公
民
館
で
展

示
し
ま
す
。
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香
　
典
　
返
　
し

次
の
方
々
か
ら
、
遠
賀
町
社
会
福
祉
協
議

会
に
こ
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
故
人
の
こ
震
福
を
お
祈
り
し
、
厚

＜
ご
協
力
く
だ
さ
い
＞

日
本
赤
十
字
社
「
社
員
」
募
集

こ
存
知
で
す
か
9
赤
十
字
の
活
動
は
み

な
さ
ん
の
社
費
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
昨
年
も
、
飢
え
る
ア
フ
リ
カ
の
人
々
の

た
め
に
多
く
の
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
、
尊
い

生
命
が
救
わ
れ
ま
し
た
。

五
月
は
社
安
楽
月
間
で
す
。
み
な
さ
ま

の
こ
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

赤
十
字
の
社
員
と
は
、
赤
十
字
の
活
動
を

資
金
面
か
ら
協
力
す
る
た
め
、
毎
年
継
続
し

て
社
費
を
納
め
て
い
た
だ
く
方
で
す
。

赤
圭
毒
薬
は
、
社
員
が
納
入
す
る
社
薮

と
寄
付
金
を
財
源
と
し
て
、
災
筈
救
護
、
献

血
、
国
際
援
護
な
ど
の
人
道
、
博
愛
の
た
め

活
動
し
て
い
ま
す
。

社
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
区
長
の
協
力
を

得
て
納
入
願
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
し
く
三
百
円
以
上
納
入
さ
れ
社

員
と
な
ら
れ
た
方
に
は
、
門
標
を
差
し
上
げ

ます。

6
月
い
っ
ぱ
い

字
図
の
交
付
が

で
き
ま
せ
ん

分
掌
や
全
室
な
ど
の
字
図
修
正
の
た

め
、
六
月
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
庁
舎

外
へ
持
出
し
ま
す
の
で
交
付
が
で
き
ま

せん。お
急
き
の
方
は
北
九
州
法
務
局
水
巻

出
張
所
（
登
範
所
）
を
こ
利
屠
く
だ
さ

福
岡
簡
易
保
険
診
療
所
の

巡
回
成
人
病
健
康
診
断

▽
検
診
日
時
　
6
月
2
5
日
（
火
）

9
時
～
ュ
5
時

▽
場
　
所
　
公
民
館
別
館

▽
料
金
　
三
千
五
百
円

▽
定
　
員
　
四
十
名

▽
検
査
内
容
　
項
目
＝
問
診
、
身
体
計
測
、

血
圧
、
検
尿
、
検
便
、
レ
ン
ト

ゲ
ン
、
心
慮
図
、
血
液
一
般
、

血
液
生
化
学
検
査
、
眼
底
検
査

▽
検
査
担
当
簡
易
保
険
郵
便
年
金
福
祉
車

薬
園
福
岡
簡
易
保
険
診
療
所

▽
申
込
先
　
遠
賀
川
郵
便
局
窓
口
　
禽
（
2

9
3
）
0
0
4
2

昭
和
0
0
年
度
調
理
師
試
験

▽
試
験
日
　
8
月
1
日
（
木
）

▽
試
験
場
。
福
岡
市
早
良
区
西
新
6
丁
目

2
－
9
2
　
西
南
学
院
大
学

・
北
九
州
市
小
倉
南
区
北
方
4

丁
目
2
－
1
　
北
九
州
大
学

以
上
の
う
ち
希
望
の
試
験
場

▽
受
付
期
間
　
6
月
3
日
（
月
）
～
6
月
1

日（金）

▽
試
験
科
目
　
衛
生
法
規
、
公
象
衛
生
学
、

栄
楽
学
、
食
品
学
、
食
品
衛

生
学
、
調
理
理
論

詳
細
に
つ
い
て
は
、
遠
賀
保
健
所
　
禽
（

2
0
1
）
4
1
6
1
へ
ど
う
ぞ
。
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中央公民館内図書室ご案内 
●平日・土曜日は　8時30分－17時 

●日曜日は　　　　8時30分－12時 

（第3日曜日は家庭の日のため休館です） 
●月曜日・祝日は　休館 

＝現在＝ 一般図書2．200冊 児童図書5、700冊 �lll 細 目 �　輸 吾 �図 圭 重さ 

た婁晋諮わ に引本が 藁　韓擢 �　∴ 松ノ本 ��婁 

蕎　雪誓書磐 ���と 

蓋　彊蕪 　た ���私 －一書宏巻き 純系星空奈 美∴享置賛意 �福岡しまよさん 

一般薪葉図書

・真田太平記1－18巷∴池波正大蝕善　朝日新聞社

・男が家を出るとき　橋田真貸手、著　日本放送出版

渡辺淳一菅　毎日新聞社

村上　連署　集英社

赤川次蝕曽　光文社

三浦朱門善　毎日新聞社

梶原一明菖　PHP

養田辰二善　幸洋出版

緒方健二善　誠文堂

主婦と生活社
山本孝之菅　中央法規

扇谷＿正造菅　明治図書

・風の岬

・テニスボーイの援鰹

・白い雨

・実りのとき

・本田宗一蝕男の幸福論

・愛は果てなく

・絵で見るワープロ活用法

・美しい部屋含部門10冊

・老人倒すのリハビリと看護

・これからの親子

児童新着図書
・はじめて学ぶIjl中学生のIC教室奥澤海古書　誠文堂

・ギネスブック　ノリス・マクワーク一　　誌談社

・若草物竃　　オルコット作・矢IIi澄子駅　福音館

・詩のおくりもの全7巷　　　　　　　　　筑摩書房

その他100冊

紺間心
筋⑱℡）5（

⑤
⑪
⑬
①
⑬
⑧
⑪

教
　
育
　
相
　
殿

県
整
墓
貴
会
で
は
、
児
童
・
生
徒
の
健

全
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
児
塞

・
生
徒
指
選
鰯
貫
を
配
置
し
、
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

勉
強
の
こ
と
、
学
校
生
活
の
こ
と
、
地
籍

や
身
体
上
の
こ
と
、
交
友
冥
性
関
係
な
ど
、

お
悩
み
の
こ
と
が
あ
れ
は
お
気
経
に
こ
相
談

く
だ
さ
い
。

▽
場
　
所
　
八
幡
総
合
庁
舎
二
階
福
岡
県

営
庁
北
九
州
馨
革
務
所
八

幡
西
区
駐
在
所
遠
賀
児
重
・
生

徒
指
導
相
談
室

▽
亀
　
話
　
＄
（
6
9
1
）
2
6
3
1

▽
相
談
日
　
毎
週
月
岡
ロ
ー
金
頓
日
（
祝
日

は
除
く
）

▽
時
　
間
　
9
時
－
1
6
時

櫓
　
人
　
相
　
戯

こ
ん
な
と
き
は
…
‥
婦
人
相
談
員
へ

い
ろ
い
ろ
な
心
配
こ
と
や
身
の
ふ
り
方
に

つ
い
て
、
自
分
だ
け
の
力
で
は
ど
う
し
て
も

解
決
で
き
な
い
。
適
当
な
相
淡
相
手
も
い
な

い
。
壷
で
あ
る
が
た
め
の
い
ろ
い
ろ
な
悩

み
…
…
・
。

こ
の
よ
う
な
婦
人
の
相
談
に
応
じ
、
建
白

や
保
穫
に
よ
り
、
開
田
解
決
に
協
力
す
る
の

か
婦
人
相
談
員
で
す
。

お
気
軽
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

。
離
婚
、
男
女
関
係
、
病
気
、
生
活
苦
な
ど

で
困
っ
て
い
る
。

。
男
性
の
暴
力
に
因
っ
て
い
る
。

・
家
出
し
た
が
、
行
く
あ
て
が
な
い
。

。
親
子
、
家
庭
、
親
戚
、
知
人
間
で
の
婦
人

と
し
て
の
悩
み
こ
と
な
ど

相
接
は
一
切
欝
科
で
、
相
麗
容
は
秘
密

厳
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
場
所
　
八
幡
総
合
庁
舎
三
階
福
岡
県

遠
賀
福
祉
露
人
相
談
員

▽
最
話
　
鍵
（
6
0
1
）
2
1
2
1
～
4

幼
碓
園
児
と
そ
の
下
の
子
は
、
次
々
と
購

入
さ
れ
る
楽
し
く
、
美
し
い
絵
本
を
前
に
す

っ
か
り
夢
中
に
な
り
ま
し
た
。
借
り
て
帰
っ

て
は
何
回
も
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
し
た
。

私
も
競
合
詣
座
の
話
を
聞
い
て
本
に
対
す

る
考
え
も
変
わ
り
、
一
日
一
ペ
ー
ジ
ず
つ
で

も
と
思
い
、
あ
ち
こ
ち
に
涜
み
か
け
の
本
を

置
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
園
舎
室
を
通
じ
て

の
友
達
に
読
ん
だ
本
の
感
想
や
あ
ら
す
じ
な

ど
を
聞
き
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
子
供
達
と
共
に
、
い
ろ
ん
な

本
を
少
し
ず
つ
で
も
読
ん
で
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

園
圏
開
園

河
中
指
喜
　
連

め
く
る
め
く
時
の
流
れ
に
逆
ら
わ
ず
生
き
て

八
十
路
の
春
を
迎
え
る

久
野
き
よ
の

肉
親
に
え
に
し
も
薄
く
生
い
た
ち
て
子
育
て

お
め
り
一
人
絵
毒
描
く

井
口
　
純
子

春
雨
の
し
と
し
と
降
り
し
真
夜
中
を
淋
し
き

音
と
独
り
頂
き
い
る

織
田
ち
か
え

こ
の
日
頃
煩
わ
し
き
こ
と
多
か
れ
と
生
き
る

証
と
深
く
嘆
か
ず

一
日
房
子

狭
庭
辺
の
芝
生
に
朝
の
白
が
差
し
て
宝
石
の

こ
と
露
の
光
れ
り

白
石
一
夫

藤
本
審
秋
子
　
選

つ
ば
め
乗
る
一
と
白
を
憩
ふ
農
婦
ら
に

柴
田
と
も
子

菜
の
花
や
夕
飼
持
ち
寄
る
嫁
姑

末
永
キ
ミ
枝

た
ん
ば
ほ
や
膝
だ
け
残
る
石
仏

三
村
　
妙
子

鳶
の
舞
う
下
若
潮
の
溝
精
し

原
田
貴
美
子

ウ
イ
ン
ド
に
展
示
の
小
袖
う
ら
ら
か
に

佐
藤
春
子



利用の 穂　別 �利用者の 区　分 �利用期間 �整理科 

登録利用 �学　　生 �6カ月 �2，500円 
12カ月 �4，500円 

一　　般 �6カ月 �4，500円 

12カ月 �8，500円 

一時利用 �学生 一般 �1日 （1回） �50円 

，l∴∴－i‘∴－ � 

：“：「∴調印∴ 高 �即蝿 
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＿　　ti ��二束 

∴∴∴㌔這 ��モ十・一∴。．は 

「児童手当」の現況届・認定請求の提出期間です

であること）養育している

人。

糞育者の昭和59年分にお

いて、所得額が児童手当の

所得限度額＜表1＞以内で

あれば、支給されます。

また児童手当の所得限度

額を通過し、手当を受給で

きない人のうち被用者（厚

6月は

児童手当の支給を受けている人は、6月1日から29日まで

の同こ、「児垂手当現況届」を、役勘こ提出することになっ

ています。

この届けを出さ勘、と、引き続いて受給できる資格があっ

ても、6月分以後の児童手当の支払いを受けることができな、（ニ）

くなりますから、必ず期限までに提出してください。

また’受績棺があて、末鞭の人は、認定請求書を捉（

出してください。

＞捉定請求対亀者

18韻未満の児童を、3人以上（内1人は、義務教育終了前　生年金などの加入者）に限り、特別給付の所得限度額＜表

2＞以内であれば、支給されます。

児童手当の所得限度額は、，範蟻去ゝ＿8万日を圏険し

控す○老人扶糞親族がある人は、さらに1人につき6万
円控除されます。

＞持参するもの（1）印鑑（2）厚生年金などの加入者は、勤務先

の事業主の証明書が必要（年金の記号番号を明記のこと）

○児童手当現況屈・認定請求書・厚生年金などの加入証明書

は役場福祉課福祉係窓口にあります。

○詳細は、役場福祉係にお問合わせください。

〈表1〉　　　　　　　　　く表2〉

慎重越境鼠 　0人 �2．805千円 

1 �3．iOS 

2 �3，405 

3 �3．7‾6‾　「　－ 

4 �4，005 

5 �4．305 

6 7 �4．㌻百舌‾‾‾‾‾ 4，905 

鉄筆繊抜放 　0人 � 

】 �i，580 

2 �1，880 

3 �2，180 

4 �2．480 

5 �2．780 

6 �‾七，080 

7 8 �3．380 3，680 

）6（鋭め西⑱璽

遠
賀
町
自
転
車
駐
車
場
の

利
用
申
込
受
付
を
し
ま
す

国
鉄
遠
賀
川
駅
前
に
駅
周
辺
の
交
通
混
雑

の
解
消
を
図
る
た
め
六
百
三
十
台
収
容
の
自

転
車
駐
車
場
が
完
賎
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

駅
前
整
備
の
一
環
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
、

次
の
と
お
り
、
利
用
申
込
み
の
受
付
を
い
た

し
ま
す
。

な
お
、
現
在
国
鉄
用
地
に
あ
る
目
顔
軍
置

場
は
、
パ
ス
発
着
所
の
建
設
に
よ
り
国
鉄
に

返
還
す
る
た
め
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
今
回
完
成
し
た
自
転
車
駐
車
場
を
利
府
さ

れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▽
受
付
日
時
　
5
月
2
8
日
～
5
月
0
0
日

9
時
～
ュ
7
時

▽
受
付
場
所
　
遠
賀
町
自
転
車
駐
車
場

▽
持
参
晶
　
印
鑑
、
整
理
料
金

▽
整
理
料
金
　
左
表
を
参
照

割
れ
た

灰
皿

▽
そ
の
他
・
前
範
受
付
日
以
降
は
、
役
場

管
財
係
で
随
時
受
付
け
ま
す
。

・
申
込
み
は
代
理
者
で
も
で
き

ます。

申
込
み
の
際
、
防
犯
登
録
番
号
と
、
草
体

番
号
が
必
要
で
す
の
で
番
号
を
ひ
か
え
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

見
た
目
に
は
美
し
い
カ
ッ
ト
を
ふ
ん
だ
ん

に
し
た
ガ
ラ
ス
製
の
灰
皿
は
、
工
芸
品
を
観

て
い
る
よ
う
で
、
洗
っ
た
は
か
り
の
も
の
に

は
、
た
ば
こ
の
吸
殻
を
捨
て
る
に
は
お
し
い

よ
う
な
気
も
し
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
美
し
い
灰
皿
も
た
ば
こ
の

吸
殻
が
、
容
器
一
杯
に
な
る
と
暖
め
て
高
い

火
災
危
険
が
潜
在
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
た
ば
こ
を
完
全
に
消
さ
す
に

灰
皿
に
捨
て
た
た
め
、
前
か
ら
あ
っ
た
吸
殻

に
次
々
に
火
が
つ
き
、
こ
の
熱
に
よ
り
灰
皿

が
割
れ
、
飛
び
散
っ
た
火
に
よ
り
火
災
と
な

っ
た
謡
例
も
あ
り
ま
す
。

ガ
ラ
ス
製
の
灰
皿
は
、
吸
殻
が
燃
え
る
な

ど
、
急
激
に
加
熱
さ
れ
る
と
温
度
の
変
化
に

よ
っ
て
ガ
ラ
ス
の
中
に
肉
応
力
（
圧
縮
、
引

張
）
が
生
じ
、
突
然
破
裂
し
た
よ
う
に
飛
び

敬
る
こ
と
が
実
験
で
も
確
か
め
ら
れ
て
い
ま

す。

郡
内
火
災
・
赦
息
件
数

へ
一
月
か
ら
三
月
末
ま
で
）
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－人権の手びき．
も　　　　　、　ぺ一一、へ「，。÷笛uJ

会
長
に
戯
任
し
た
柴
田
町
長
か
ら
三
上
去

法
務
省
か
ら
昭
和
六
十
毎
度
の
人
権

発
足
し
ま
し
た

人
権
モ
デ
ル
地
区

推
進
協
議
会
が

ル
地
区
指
定
を
受
け
だ
の
に
伴
っ
て
、

二
十
五
日
中
央
公
民
館
で
、
人
権
モ
デ

区
推
進
協
能
会
の
発
会
式
が
行
わ
れ

た。
発
会
式
で
は
、

会
則
案
の
審
能
が
行

丞
貝
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
藁
計
画
案
、

老
若
繕
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
人
権

ル
地
区
の
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
の
人
権
モ
デ
ル
地
区
推
進
協

の
発
足
に
よ
り
、
来
年
三
月
ま
で
、
入

室
思
想
の
群
発
運
動
を
積
極
的
に
推
進

「
人
権
　
に

人
権
と
は
、
「
人
と
し

て
、
だ
れ
も
が
同
じ
よ
う

に
持
っ
て
い
て
、
お
か
ず

こ
と
の
で
き
な
い
尊
い
権

利
」
の
こ
と
を
言
い
ま

す。

㈲
人
権
の
花
「
ひ
ま
わ
り
」
の
種
子
を
配
布
　
S
町
内
小
・
申
連
夜
を
対

し
、
「
人
権
の
花
」
運
動
の
展
開
　
　
　
　
象
に
、
人
権
ポ
ス
タ
ー
、

㈲
広
報
啓
発
活
動
ポ
ス
タ
ー
、
リ
ー
フ
レ
ッ
　
　
作
文
、
習
字
の
哀
楽
を
す
る

私
た
ち
は
、
み
ん
な
、
幸
せ
な
生
酒
を
お

く
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

「
黛
で
、
し
っ
か
り
勉
強
し
た
い
。
」

「
希
望
す
る
仕
事
に
つ
い
て
思
う
存
分
働

き
、
重
商
な
楽
し
い
家
庭
を
つ
く
り
た
い
」

な
ど
、
人
は
そ
れ
ぞ
れ
に
、
幸
せ
に
生
き
た

い
と
い
う
共
通
の
ね
か
い
を
も
っ
て
努
力
し

て
い
ま
す
。
こ
の
願
い
を
実
現
す
る
た
め
、

私
た
ち
は
、
い
ろ
い
ろ
な
権
利
や
自
由
を
生

ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
基
本
的
人
権
と
い
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
人
間
が
人
間
と
し
て
生
き
て
い

く
た
め
に
持
っ
て
い
る
権
利
が
、
「
人
権
」

な
の
で
す
。

そ
し
て
、
こ
の
堂
傘
的
人
権
は
、
日
本
国

憲
法
の
根
本
理
念
と
し
て
す
え
つ
け
ら
れ
、

大
き
な
柱
の
一
つ
と
し
て
う
た
わ
れ
て
い
る

の
で
す
。
憲
法
で
は
、

つ
　
い
　
て
」

「
国
民
は
す
べ
て
の
葉
的
人
権
を
生
ま

れ
つ
き
持
っ
て
い
る
。
こ
の
基
本
的
人
権

は
憲
法
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
、
だ
れ
も
お

か
ず
こ
と
の
で
き
な
い
永
久
の
権
利
と
し

て
、
い
つ
ま
で
も
国
民
に
与
え
ら
れ
る
も

の
で
、
最
大
の
尊
重
を
必
要
と
す
る
も
の

である。」

と
、
言
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

「
こ
の
権
利
は
、
国
民
の
た
ゆ
ま
な
い
努

力
に
よ
っ
て
保
特
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
ま
た
、
自
分
だ
け
の
こ
と
を
考
え
て

む
や
み
に
使
－
つ
も
の
で
は
な
く
、
常
に
公

共
の
福
祉
の
た
め
に
利
用
す
る
竃
を
お

わ
さ
れ
て
い
る
。
」

と
、
い
ま
し
め
て
い
ま
す
。

私
た
ち
に
は
、
人
権
は
皆
平
等
に
保
障
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。
従
っ
て
、
自
分
が
も
っ

て
い
る
人
権
は
、
他
の
人
に
も
同
じ
よ
う
に

与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
自
分
を
大
切
に
す
る
と
同
時
に
、
お

互
い
に
相
手
の
立
場
を
考
え
て
、
明
る
い
豊

か
な
人
間
関
係
を
つ
く
る
よ
う
心
掛
け
て
ま

い
り
ま
し
ょ
う
。

遠
賀
町
は
”
人
権
モ
デ
ル
地
区
〃
に
指
定
さ
れ
ま
し
た

軟
式
テ
ニ
ス
教
室
を

開
き
ま
す

さ
わ
や
か
な
こ
の
季
節
に
皆
ん
な
で
ス
ポ

ー
ツ
を
し
ま
し
ょ
う
。

▽
期
　
日
　
6
月
の
毎
週
日
曜
日
（
五
回
）

▽
時
　
間
　
9
時
～
工
2
時

▽
場
所
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▽
間
合
先
木
守
小
川
和
明

＄
（
2
9
3
）
5
8
6
8
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優勝の虫生津チーム

虫生津

東　中　波　広　上　着　松　鬼　虫　遠　別　水　耕　英
和　　　　　　別　　　ノ　　　生　貨
死　臭　木　波　府　松　本　津　津Iii　府　守　町　蓉

昨年の少女バレーボール教皇

き
笹車重
完全試合を達成した柴尾技手

優勝の松ノ本チーム

松ノ本

＝㊥⑳＝

0 �2 　3 

4　　2　　0 3　　0 

01311 　　60 �21 050 　不 　敵 　肪 

別若鬼浅中英出合上兼本宅広弾手

府松浦木央蓉嵩衰粥守良漉本川／

第
三
回
遠
賀
町
民
体
育
大
会

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
の
結
果

㊧
窒
舞
ム

三
連
覇
な
る

四
月
二
十
四
日
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ

ー
で
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
が
十
四

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
、
決
勝
で

は
、
虫
生
津
チ
ー
ム
が
圧
到
的
を
強
さ
で

東
和
苑
を
ス
ト
レ
ー
ト
で
破
り
、
見
聖
二

連
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

開
設
の
教
室

少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

あ
ま
り
得
意
で
は
な
い
子
、
も
っ
と
上

手
に
を
り
た
い
子
は
こ
の
機
会
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
。

▽
期
　
日
　
6
月
1
6
日
（
日
）
、
2
3
日
（
日
）
、

7
月
7
日
（
日
）
、
1
4
日
（
日
）

の
四
日
間

▽
時
　
間
　
1
0
時
～
1
2
時

▽
場
　
所
　
島
門
、
浅
木
、
広
波
の
各
小

学
校
体
育
館

▽
対
　
象
　
小
学
四
年
－
六
年
生

▽
参
加
料
　
八
十
円
〈
ス
ポ
ー
ツ
保
険
代
）

▽
そ
の
他
　
体
操
服
、
上
は
き
、
タ
オ
ル

を
ど
を
持
参
す
る
こ
と

▽
申
込
締
切
日
　
6
月
8
日
㊥

▽
申
込
先
　
社
会
教
育
課
体
育
係
（
勤
労

者
体
育
セ
ン
タ
ー
内
〉

℡
（
2
9
3
）
5
4
3
4

軟
式
野
球
競
技

淀
録
づ
く
め
の

今
大
会

轡
恐
誓

窓
務
持
縫

．
霧
露
悪
獄

ー事件

五
月
晴
れ
の
中
、
軟
式
野
球
賎
技
が
四

月
二
十
九
日
、
五
月
十
二
日
の
両
日
、
総

合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
あ
れ
ま
し

た
。
十
六
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
結
果
は
松
ノ
本

チ
ー
ム
が
優
勝
、
見
事
一
連
勝
を
飾
り
ま

した。

○
別
府
の
薬
局
哲
次
技
手
、
対
若
松
戦
で

完
全
試
合
を
達
成
。

〇
校
ノ
本
の
柴
田
祐
二
投
手
、
対
遠
賀
川

戦
で
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
ノ
ー
ラ
ン
を
速
成
。

新
　
町

幕
臣
町



第363号璽⑱筋の紺

上別府18番地の6
たむら　　のり∴C

田村　典子　ちゃん

（藩肇さんの長女）
昭和59年7月4日生

9カ月で生まれたアタチ、未
熟児で1カ月保育機の中で育ち
ました。今はヤンチャでかぜ一
つひきません。パパもママも大

助かりです。お散歩が大好きで
お顔真っ黒です。

絹鰯
囲溺
烏窯o蕉上
い　ち　　ち速
ま　やi∴∴∴○賀

亨を∴念覆
す　i一揚

ー
讐
7
－
』
i
是
宮

浦
濫
掘
縄
怒
．

離
脱
鯖
緻

◎
期
　
日
　
6
月
4
日
（
火
）

▽
時
　
間
　
1
3
時
0
0
分
～
1
5
時
5
0
分

▽
場
所
由
央
公
民
館

▽
対
象
者
　
妊
産
婦

▽
蛙
萎
晶
手
帳
交
付
の
人
は
印
鑑

▽
内
　
容
産
前
産
後
の
知
識

妊
掃
体
操

無
料

▽
期
　
日

▽
時
　
間

▽
場
所

▽
対
象
児

▽
持
参
品

▽
内
　
容

6
月
n
日
（
火
）

9
時
5
0
分
か
ら
1
0
時
5
0
分
の
聞

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

役
彊
室

山
覆
1
～
1
2
カ
月
児

母
子
手
帳

体
重
、
身
長
な
ど
の
測
定

馨
な
ど
の
相
談

4
在
日
言
語
寮

「
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
」
の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

広
報
「
お
ん
が
」
で
は
、
六
月
十
日

号
以
降
の
「
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
」
の
審

加
者
を
楽
し
て
い
ま
す
。

希
望
者
は
、
官
製
は
が
き
に
住
所
・

母
の
氏
名
・
赤
ち
○
ん
の
名
前
（
読

み
が
な
を
ふ
る
こ
と
）
と
生
害
月
日
・

つ
い
さ
っ
き
ま
で
か
け
て
い
た
眼
鏡
を
ど

こ
か
に
忘
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
貫
い
た
い
と

思
っ
て
い
た
本
の
タ
イ
ト
ル
十
著
者
の
名
前

が
な
か
な
か
思
い
出
せ
な
い
I
I
四
十
代
に

さ
し
か
か
る
と
、
ど
ん
な
人
で
も
多
か
れ
少

な
か
れ
記
能
力
が
減
退
し
て
き
ま
す
。

こ
れ
は
大
脳
生
理
的
に
み
て
避
け
ら
れ
な

い
現
象
で
す
が
、
範
億
に
は
、
ち
ょ
う
ど
テ

ー
プ
レ
コ
ー
ダ
装
置
の
よ
う
に
、
寵
銘
、
保

持
、
再
生
の
三
段
階
が
あ
り
ま
す
。

年
を
と
る
と
、
こ
の
三
つ
の
う
ち
、
と
く

に
記
銘
力
（
あ
る
こ
と
を
覚
え
る
と
い
ー
つ
段

階
）
が
弱
く
な
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
寵
銘
力
は
、
十
代
の
こ
ろ
を
頂
点
と

し
て
、
以
後
二
十
代
、
三
十
代
と
年
を
重
ね

る
に
つ
れ
て
衰
え
て
い
く
の
か
ふ
つ
う
で

す
。
学
生
時
代
に
あ
ん
な
に
美
麗
の
単
語
を

ボ
ン
ボ
ン
覚
え
て
い
た
の
に
、
そ
の
力
を
発

揮
で
き
な
い
こ
と
に
じ
れ
っ
た
さ
を
感
じ
る

こ
と
が
よ
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。

メ
モ
で
記
憧
力
の
手
助
け
を

も
の
忘
れ
の
進
行
を
防
ぐ
こ
と
は
容
易
な

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
ま
ま
放
置

し
て
お
け
ば
、
痴
情
力
は
ま
す
ま
す
落
ち
る

ば
か
り
で
す
。

そ
こ
で
、
ぜ
ひ
と
も
助
け
矛
借
り
な
く
て

は
い
け
な
い
の
が
、
第
二
の
．
彊
脳
．
で

す
。
つ
ま
り
メ
モ
の
活
用
で
す
。
一
般
に
メ

モ
と
い
う
と
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
記
憶
す

る
か
わ
り
に
、
手
帳
や
ノ
ー
ト
な
ど
に
記
録

す
る
と
い
う
機
能
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
メ
モ
の
い
ち
ば
ん
大
き
な
効
用

は
、
メ
モ
を
し
た
情
報
を
さ
ま
ざ
ま
に
組
み

合
わ
せ
、
そ
こ
か
ら
新
し
い
発
想
や
ア
イ
デ

す
る
と
い
う
方
法
た
っ
た
の
で
す
。

た
と
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
ス
ー
パ
ー
で
は

ト
ラ
ク
タ
ー
窒
撃
て
い
る
と
い
う
話
を
人

か
ら
聞
く
と
、
そ
れ
を
メ
モ
で
は
「
乗
用
車

販
売
の
是
非
、
ど
の
ク
ラ
ス
ま
で
？
」
と
、

ア
レ
ン
ジ
す
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
そ
し
て

こ
れ
が
新
し
い
ア
イ
デ
ア
に
つ
な
が
っ
て
い

る
の
で
す
。

独
自
の
メ
モ
方
法
を
考
え
よ
う

こ
の
よ
う
に
、
メ
モ
を
と
ろ
と
い
う
こ
と

は
、
す
べ
て
を
こ
と
こ
と
く
そ
の
と
お
り
に

善
く
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
。

〝
第
二
の
記
憶
脳
〟
を
活
用

ア
壱
生
み
た
す
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
す
。

ユ
一
丁
ク
な
商
法
で
日
本
一
の
ス
ー
パ
ー

チ
ェ
ー
ン
を
つ
く
っ
た
D
社
の
社
長
の
．
メ

モ
魔
ぶ
り
，
は
、
つ
と
に
有
名
で
す
。
た
ば

こ
の
包
装
紙
、
ち
ら
し
広
告
の
余
白
、
名
刺

の
裏
な
ど
、
と
こ
ろ
か
ま
わ
ず
メ
モ
を
し

て
、
多
い
日
に
は
、
そ
れ
が
一
目
五
十
回
を

こ
え
る
と
い
い
ま
す
。

で
も
こ
の
社
長
の
場
合
は
、
ひ
と
味
違
っ

た
メ
モ
の
と
り
方
を
実
践
し
た
の
で
す
。
そ

れ
は
見
聞
し
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
書
く
と
い

う
の
で
は
な
く
、
人
か
ら
閲
い
た
り
、
目
に

と
ま
っ
た
こ
と
を
、
ひ
と
ひ
ね
り
し
て
メ
モ

必
要
な
の
は
、
覚
え
る
べ
き
か
忘
れ
る
べ

き
か
を
、
そ
の
場
で
判
断
し
、
必
聾
だ
と
思

っ
た
情
報
に
は
で
き
る
だ
け
ア
レ
ン
ジ
を
加

え
て
み
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
四
十
代
は
二

十
代
な
ど
に
比
べ
て
経
験
や
知
恵
と
い
う
武

器
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
情
報
の
取
捨
選
択
は

容
易
に
で
き
る
は
ず
で
す
。

記
憶
力
の
減
退
を
嘆
く
前
に
、
そ
の
こ
と

意
面
に
認
め
て
、
第
二
の
．
賠
償
脳
．
老

役
立
て
る
こ
と
で
す
。
小
さ
な
ノ
ー
ト
を
一

冊
用
意
し
、
き
っ
そ
く
始
め
て
く
だ
さ
い
。

き
っ
と
頼
り
が
い
の
あ
る
味
方
に
な
っ
て
く

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。



lRのゴミ収集予定豪

匹衣 �木片麺、竹戴、木の葉、魚などの 

月曜日と木曜日 � 

3日、6日、10日 �広漠、通宮、松ノ木、上別府、虫 

4日、27日 �老良 

火曜日と金晦日 4日、7日、11日 5日、28日 �侍、中央、木守、浅木、東和苑、 広漠の一部、上別府の一部 

lRのし尿収集予定衰
祭日 �大型車収集地区 �小型車収集地区 

1（D �西町、浅木の一部 �上別府（花園） 

3（月） �東町 �広渡 

4（火） �虫生津（新屋敷を含む）、東町 �別府、木守、老良 

5（水） �月2回収集家庭 �月2回収集家庭 

6（木） �虫生津、木守 � 

2（水） � �別府、上別府（商家） 

13（木） �旧侍、鬼津、若松 � 

14（金） �旧停 � 

15（土） �遠賀川 � 

17（月） �遠賀川 � 

18（火） �新町 �鬼津 

19（水） 20（木） �新町、広漠（申牢固） � 

月2回収集家庭 �月2回収集家庭 

1（金） �新町、ユニード的通り一部 � 

22（土） �別府（高瀬）、鬼津、若松 � 

4（月） �新町、別府 � 

25（火） �上別府、浅木、虫生津、 今古賀、尾崎 � 

26（水） �別府 � 

27（木） �尾崎、浅木 �鬼津、松ノ本、若松、道営 

28（金） �浅木 �老良 

狛（土） �若葉台、堂塔寺、上別府、遺言 �浅木、鬼津（小鳥掛）、尾 （蟹喰）、今古賀、島津 

）01（餌瓜
的（四⑬公

住
民
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

五
月
十
三
日
か
ら
六
月
十
日
ま
で
、
レ
ン
ト
ゲ
、
ノ
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

受
診
票
は
、
区
長
を
過
し
て
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
該
当
者
は
検
診
会
鯨

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
割
り
当
て
日
以
外
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

開
聞
閏
闇

受
付
は
鶉
堪
難
整

避
妊
の
詰
0
9

折
尾
田
中
産
婦
人
科
院
畏
　
田
　
中
　
壮
　
介

月
経
時
の
出
血
量
や
周
期
の
乱

れ
は
め
り
ま
せ
ん
か
。

前
回
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
次
回
あ
る
い

は
次
々
回
の
月
経
ま
で
に
排
卵
は
回
復
し
、

期
間
は
五
～
七
日
、
周
期
皇
千
日
か
ら
三

十
四
日
く
ら
い
で
す
。

月
蛙
困
難
壷
は
ど
う
で
し
ょ
う

か。

ピ
ル
服
用
中
は
、
月
経
困
難
症
が
完
治
す

る
が
、
中
止
す
る
十
善
痛
を
訴
え
る
人
が
四

分
の
一
ほ
ど
い
ま
す
。
ピ
ル
は
、
避
妊
法
と

し
て
は
手
軽
で
安
全
確
実
な
方
法
で
す
。
戦

後
、
婦
人
の
純
潔
を
誇
り
と
す
る
鰭
神
は
失

わ
れ
て
い
ま
す
。
人
工
妊
娠
中
絶
の
蕾
を
防

ぐ
た
め
に
も
、
ピ
ル
の
使
用
を
推
め
る
時
期

が
来
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

皆
様
の
批
判
を
期
待
し
て
い
ま
す
。



（11）的西の釘　　　　　　　　　　　　　　第363号

歯の基本的なみがき方（これらの方法をうまく組み合わせましょう）

スクラツピンク注　　　　　　　　　フォンズ窪 �������〇g＝pOR′〃古 

歯ブラシの毛 � �� ���i普通 
☆横方向へ振動 す。一皮歯面 ほとんど移動 ������きり大きな円に � 

しません。 

せん。 � ��轟 �〃 ● よ 〃 円 せ 注 �き の うI �かみ合，7ゼて上下の こみかきます。 �∴ �あてます。 

iI 　や命 �＿∠ �∴ 

蛎／ � 
∴ ��∴∴ �－ ��の を ん の �肉筒とかみ合あせは ∴ � 

∴ � �るた（1です。 � ���すが、カが強す えやすいですか が簡単なので劫 の外側は円を描 あとの場所はス ます。 亭融 � 歯の外側‘内側 嶋程度の前後運 �勤で玉がきます。 

国
歯
み
が
さ
は
「
磨
く
」
の
で
は
な
く

歯
み
が
さ
は
、
む
し
歯
予
防
に
欠

か
せ
ま
せ
ん
が
、
た
だ
漫
然
と
ろ
が

い
て
い
た
の
で
は
、
あ
ま
り
効
果
は

あ
り
ま
せ
ん
。

正
し
い
歯
み
が
さ
は
、
歯
ブ
ラ
シ

で
「
磨
く
」
の
で
は
な
く
、
実
は
「
こ

す
り
落
と
す
」
と
い
っ
た
作
業
が
大

切
な
の
で
す
。
で
は
、
何
を
こ
す
り

何
を
落
と
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
し
ょ
う
が
。

六
月
四
日
か
ら
十
日
は
「
歯
の
衛

生
週
間
」
。
こ
の
機
会
に
、
歯
の
正
し

い
み
か
き
方
を
も
う
一
度
確
認
し
、

歯
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
○

「
こ
す
り
落
す
」

こ
の
菌
は
、
口
の
中
に
い
つ
も
い
て
、

主
に
膳
分
を
栄
養
に
繁
殖
し
ま
す
。

食
事
の
度
に
、
い
ろ
い
ろ
な
食
品

が
口
に
入
り
、
そ
れ
ら
の
治
分
を
栄

養
と
し
て
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
は
増
え
、

歯
垢
（
プ
ラ
ー
ク
）
と
な
っ
て
歯
の

表
面
に
く
っ
つ
き
ま
す
。
こ
の
歯
垢

．
の
中
に
で
き
た
「
酸
」
が
次
第
に
歯

を
溶
か
し
て
い
く
　
－
　
こ
れ
が
む
し

歯
な
の
で
す
。

ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
の
増
殖
を

防
ぐ
基
本
的
な
み
が
き
方

ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
が

歯
垢
に
な
る

む
し
歯
を
防
ぐ
に
は
、
一
に
も
二

に
も
歯
み
が
さ
が
大
切
だ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
な
ぜ
そ
ん
な
に
大
切
な

の
で
し
ょ
う
。

む
し
歯
は
、
口
の
中
の
ミ
ュ
ー
タ

ン
ス
と
い
う
菌
が
引
き
起
こ
し
ま
す
。

最
近
の
食
品
を
見
る
と
、
歯
に
付

き
や
す
い
粘
着
性
の
高
い
加
工
食
品

や
棺
分
の
多
い
食
品
な
ど
、
ミ
ュ
ー

タ
ン
ス
菌
が
繁
殖
し
や
す
い
条
件
を

そ
ろ
え
た
も
の
が
多
い
よ
う
で
す
。

む
し
歯
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
ミ
ュ

ー
タ
ン
ス
菌
を
増
や
さ
な
い
よ
う
に

す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
は
、
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
の
塊
、
つ
ま

り
歯
垢
を
取
り
除
く
必
要
が
あ
り
ま

す。

し
か
し
、
い
く
ら
時
間
を
か
け
で

み
か
い
で
も
、
歯
の
表
面
全
体
に
歯

ブ
ラ
シ
が
あ
た
ら
な
い
と
、
歯
垢
は

落
ち
で
く
れ
ま
せ
ん
。
正
し
い
み
が

さ
方
は
、
歯
ブ
ラ
シ
の
毛
先
を
歯
全

体
に
均
等
に
あ
て
て
あ
が
く
こ
と
な

の
で
す
。

で
も
∵
言
う
の
は
簡
単
。
歯
の
形

は
一
本
一
本
違
い
ま
す
し
、
奥
の
ほ

う
で
よ
く
見
え
な
い
所
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
歯
並
び
の
良
し
恭
し
で
も
み

が
さ
方
は
違
っ
て
き
ま
す
。

自
分
で
は
て
い
ね
い
に
み
か
い
て

い
る
つ
も
り
で
も
、
長
い
間
に
は
ク

セ
と
な
っ
て
よ
く
み
か
け
な
い
所
も

で
で
く
8
　
－
　
こ
う
い
っ
た
こ
と
が

な
い
よ
う
に
、
ま
ず
は
基
本
的
な
み

が
き
方
を
学
び
ま
し
ょ
う
。



第363官　　　　　　　　　　　　　　公⑲鍔の餌（12）
m軸開聞ni…iil剛i期間州日間日間開聞剛肌用川…掴周囲……iI…脚i洲順順…ii順Ii順i順il順順肌用剛順ilI順iI肌用欄間i剛順同順日用間ii剛順順順i…i洲潮間iiiIiliilIii順剛I間開聞日間ii間i…皿

照の逮欝寄主要語着京上

日 �i騒 �行　事　内　容 �時　　間 �実施会場 �担当係名 �目的や主な対象など �詳i細 

！ 6／29 �（ 土 �日本脳炎予防接種 �各医院の診題時間内 ��保健衛生係 �3歳以上の希望者 �下　　段 

／31 ～ 5 �金 （ 水 �三越混合予隣接理 由　込　み　受付 �8：30－17車縄暫 ��保健衛生係 �印鑑持参のこと �下　　段 

3 �月 �結核レントゲン検診 � �遠賀中学校 �保健衛生係 �別府・千代丸 �10ページ 

定　例　区　長　会 �13：30－ �役i∴∴楊 第2会浅室 �企画親睦係 �各区長 � 

4 �火 �家庭教育学級① �9：30－ �中央公民館 �社会教育係 �家庭教育学級生 12時終了予定 � 

妊　　婦　　相　　談 � �中央公民館 �保健衛生係 �妊産婦 �9ページ 

5 �水 �繕核レントゲン検診 � �上別府公民館 �保健衛生係 �若葉台 �10ページ 
上別府 

7 �金 �三惑混合予防接寵 � �中央公民館 �保健衛生係 �生後24－48カ月児 �下　　段 

8 �土 �子ども会役員学習会　② �14：30－－ �中央公民館 �社会教育係 �子ども会役貝 16時終了予定 � 

10 �月 �鮨核レントゲン検診 � �公民館別館 �保健衛生係 �遠賀川 �10ページ 新　町 

心　配∴ご　と　相　談 � �公民館別館 �福　祉　係 �相談内容は⑩で料金無料。 � 

11 �火 �乳　　児　　相　　談 � �役場保健室 �保健衛生係 �生後7－12カ月児 �9ページ 

13 �木 �老　人　会　長　会 �9：30－・ �老人憩の家 �福　祉　係 �各地区老人クラブ会長 � 

14 �金 �園　芸　教　室　④ � �中央公民館 �社会教育係 �園芸赦室生 � 
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本
　
脳
　
炎

▽
期
　
間

▽
場
　
所

▽
時
　
間

▽
対
象
者

▽
料
∴
金

▽
接
穂
方
法

▽
持
参
品

5
月
1
5
日
（
水
）
－
6
月
2
9
日
（
土
）

町
内
の
各
医
院

各
医
院
の
診
療
時
間
内

三
歳
以
上
の
人

一
回
に
つ
き
七
百
四
十
円

基
礎
免
疫
の
で
き
た
人
は
三
年
に
一
国

印
鑑

▽
注
　
意
　
朝
の
体
温
を
測
っ
て
お
く
。

▽
そ
の
他
中
学
生
以
下
、
生
保
及
び
町
県
民
税
が
均
等
到
頭
以
下
の

什
器
の
人
で
接
碧
聖
者
は
、
役
場
に
印
鑑
を
持
参
し
、
無
料
用
の

問
診
票
を
受
領
の
う
え
、
接
選
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

三
種
混
合
（
ジ
フ
琵
宵
．
破
告
一

▽
接
種
日
　
6
月
1
日
（
金
）
・
6
月
2
8
日
（
金
）

▽
時
間
受
付
　
1
3
時
ェ
0
分
～
1
4
時

接
種
　
1
3
時
5
0
分
～

▽
場
所
古
臭
公
民
館

▽
対
象
者
・
第
一
期
生
後
塊
～
躯
カ
月
児

・
第
二
期
第
一
期
終
了
後
、
ュ
2
～
ュ
8
カ
月
経
過
の
幼
児

▽
襲
晶
　
問
診
票
・
母
子
手
帳

▽
そ
の
他
問
診
票
は
一
週
間
前
か
ら
前
日
ま
で
に
印
鑑
を
轄
巷
の
う

え
保
健
衛
生
係
で
受
領
し
て
く
だ
さ
い
。
生
後
4
8
カ
月
を

過
ぎ
た
幼
児
は
二
穂
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）
で

実
施
す
る
…
裳
口
あ
り
。

詳
細
は
、
四
月
二
十
五
日
号
の
八
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。


